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Ⅰ 国税電子申告の追加送信(e-Taxソフトで追加送信) 

１．ＡＳＰ１０００Ｒでの確認 

(1) 法人税の「受信通知」の確認(印刷) 

e-Taxソフトで追加送信する際は、メッセージボックスに格納の「受信通知」（ＡＳＰ１０００Ｒ

で電子申告した法人税の「受信通知」）の「追加送信」ボタンから送信します。また、e-Taxソフト

で「受信通知」を選択する際は、「受付番号」を参考に選択します。そのため、「受付番号」を確

認できる法人税の「受信通知」を準備（印刷）します。 

法人税の「受信通知」は、メニュー「821.国税・地方税の電子申告」－「国税・地方税の電子申

告」タブ－「４．受信通知／受付通知の確認・送付書印刷」で確認（印刷）できます。 

 

（メニュー「821.国税・地方税の電子申告」「４．受信通知／受付通知の確認・送付書印刷」画面） 
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(2) 法人名等の基本情報の切り出し 

e-Taxソフトで追加送信するデータを作成する際、法人納税者の法人名等の情報を入力します。 

また、e-Taxソフトでは、当該法人名等の情報をＣＳＶで読み込むことができます。これを踏まえ、

ＡＳＰ１０００Ｒでは、e-Taxソフトで読込可能な基本情報（法人名等）を切り出す機能を搭載して

います。 

ＡＳＰ１０００Ｒの業務プロセス「3 未払法人税等の確定」の画面右側［｢基本情報(法人名等)｣

切出］ボタンで、切り出します。 

 

（ＡＳＰ１０００Ｒ 業務プロセス「3 未払法人税等の確定」） 
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(3) 法人納税者及び税理士(税理士法人)の「利用者識別番号」の確認(メモ)  

①法人納税者の利用者識別番号の確認(メモ) 

   e-Taxソフトで追加送信する場合、e-Taxソフトに法人納税者の「利用者ファイル」を作成しま

す（税理士(税理士法人)が追加送信する場合も法人納税者の「利用者ファイル」を作成します）。 

   また、法人納税者の「利用者ファイル」を作成するには、法人納税者の「利用者識別番号」が

必要です。そのため、法人納税者の「利用者識別番号」を確認（メモ）します。 

  法人納税者の「利用者識別番号」は、ＡＳＰ１０００Ｒのメニュー「11.法人基本情報の登録」

－「電子申告」タブ－「２．国税の利用者識別番号等」－「利用者識別番号」欄で、確認できま

す。 

 

（ＡＳＰ１０００Ｒ メニュー「11.法人基本情報の登録」－「電子申告」タブ） 
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②税理士(税理士法人)の利用者識別番号の確認(メモ) 

  ※法人納税者自身が法人税の電子申告した場合は、この作業は不要です。 

1)税理士法人が申告書を代理送信した後、税理士法人がe-Taxソフトで追加送信する場合、申告書

作成に係る税理士と税理士法人の利用者識別番号が必要です。また、開業税理士又は所属税理

士が代理送信した場合は、開業税理士又は所属税理士の利用者識別番号が必要です。 

2)代理送信した税理士等の利用者識別番号は、ＡＳＰ１０００Ｒのメニュー「811-2.税理士基本

情報の登録」－「税理士(法人)の電子申告基本情報」タブで、確認できます。 

 

   a.税理士法人が代理送信している場合 

     税理士と税理士法人の「利用者識別番号」をそれぞれ確認（メモ）します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    b.開業税理士又は所属税理士が代理送信している場合 

       税理士の「利用者識別番号」欄を確認（メモ）します。 

    ※開業税理士又は所属税理士が代理送信している場合、税理士法人の利用者識別番号は入力

されていません（入力不可です）。 
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２．e-Taxソフトのインストール・起動 

 

※e-Taxソフトは、ＡＳＰ１０００Ｒで電子申告しているパソコンへインストールします。 

インストール後、「(2) e-Taxソフトで利用する税目等をe-Taxソフトに追加インストール」を行い

ます。 

※e-Taxソフトインストール済みの場合、e-Taxソフトを起動後、「(2) e-Taxソフトで利用する税目等

をe-Taxソフトに追加インストール」を行います。 

 

(1) e-Taxホームページからe-Taxソフトをインストール 

①e-Taxホームページに接続します。 

  下記のＵＲＬをクリックしてください。 

  (https://www.e-tax.nta.go.jp/download/e-taxSoftDownLoad.htm#flow04) 

 

②「e-Taxソフト(共通プログラム)のインストーラ」ボタンをクリックして、インストールプログラ 

ムをダウンロードします。 

  

 
 

 

 

※Microsoft Edge では、下記のメッセージが表示されますので、［開く］ボタンをクリックします。 

  

 

 ※セキュリティの画面が表示された場合、［はい］ボタンをクリックします。 

 

ここをクリック！ 

https://www.e-tax.nta.go.jp/download/e-taxSoftDownLoad.htm#flow04
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③左記の画面が表示されます。 

 ［次へ(N)］ボタンをクリックします。 

 

④使用許諾画面が表示されます。 

「使用許諾書の全条項に同意します。」

を選択後、［次へ(N)］ボタンをクリック

します。 

 

⑤左記の画面が表示されます。 

 ［次へ(N)］ボタンをクリックします。 

 

⑥左記の画面が表示されます。 

 ［ｲﾝｽﾄｰﾙ］ボタンをクリックします。 
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⑦左記の画面が表示され、e-Taxソフトがイ

ンストールされます。 

 

⑧インストールが完了すると、左記の画面

が表示されます。 

 

「e-Taxソフトを起動します」が選択され

ていることを確認し、［完了］ボタンを

クリックします。 

 

※e-Taxソフトが起動します。 

  次ページの手順に進んでください。 

 

 

※後でe-Taxソフトを起動する場合は、 

  「e-Taxソフトを起動します」のチェッ

クを外して［完了］ボタンをクリックし

ます。 

   その後、ディスクトップのe-Taxソフ

トアイコンをクリックしてe-Taxソフト

を起動します。 
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(2) e-Taxソフトで利用する税目等をe-Taxソフトに追加インストール 

 

①左記の画面が表示されます。 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

 

②左記の画面が表示されます。 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

 

③左記の画面が表示されます。 

［追加インストール(I)］ボタンをク

リックします。 

 

※インストールされている税目・手続き

のバージョンが古い場合は、下記のバ

ージョン確認画面が表示されます。

［追加インストール］ボタンをクリッ

クします。 
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④左記の画面が表示されます。 

 該当の年度（）を選択（チェック）

し、［インストール］ボタンをクリッ

クします。 

 

※左記のセキュリティ警告が表示された

場合は、［実行する(R)］ボタンをク

リックします。 

 

⑤追加インストールが行われた後、左記

の画面が表示されます。 

［完了］ボタンをクリックします。 

 

 

 

（拡大） 



- 10 - 

(3) 法人納税者の「利用者情報」の登録・選択 

  e-Tax ソフトを利用開始済み（「利用者ファイル」を作成済み）か否かによって、e-Tax ソフト起

動後の画面が異なります。 

 

【 e-Taxソフトを利用開始済み場合(「利用者ファイル」を作成済みの場合) 】 

 

①e-Taxソフトを利用開始している場合

(「利用者ファイル」を作成済みの場合)

は、左記の画面が表示されます。 

 

利用する「利用者ファイル」を選択

し、［OK］ボタンをクリックします。

e-Taxソフトのメニュー画面が表示さ

れます。 

 

【 e-Taxソフトを初めて利用する場合(「利用者ファイル」を未作成の場合) 】 

 

①e-Taxソフトをそのパソコンで初めて利

用する場合(「利用者ファイル」を未作

成の場合)は、左記の画面が表示されま

す。 

 

「利用者ファイル」を作成します。 

「マイナンバーカードを利用しない」

を選択し、［次へ (N)］ボタンをクリ

ックします。 

 

②左記の画面が表示されます。 

法人納税者の利用者識別番号及び法人

名を入力し、［保存］ボタンをクリッ

クします。 

※法人納税者の利用者識別番号は、 

上記１(3)①で確認（メモ）した利用者

識別番号です。（ＡＳＰ１０００Ｒの

メニュー「11.法人基本情報の登録」－

「電子申告」タブ－「２．国税の利用

者識別番号等」－「利用者識別番号」

欄） 

 

 ③e-Taxソフトのメニュー画面が表示さ

れます。 
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３．e-Taxソフトで追加送信 

(1) 法人納税者が追加送信する場合 

①別表等(財務諸表及び勘定科目内訳明細書を除く)の追加送信 

  1)追加送信データを作成 

 

 

 

a.「作成」－「申告・申請等」を選択し

ます。 

 

（拡大） 
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b.画面右に一覧が表示されます。 

画面下の［新規作成］ボタンをクリッ

クします。 

 

c.「申告・申請等の作成」画面が表示さ

れます。下記を参考に選択します。 

行 項目 選択内容 

１ 手続の種類 申告(S) 

２ 税目 法人税・地方法人税(※) 

３ 年分 該当年分(例：令和４年

４月１日以後終了事業年

度分)を選択してくださ

い。 

  ※グループ通算制度から離脱した法人の場合

は、「法人税・地方法人税(通算)」を選択

します。 

 

 選択後、［次へ(N)］ボタンをクリック

します。 

 

 

  



- 13 - 

 

 

  

d.作成する帳票の選択画面が表示されま

す。 

 

「電子申告データの追加送信（法人

税）」の手続を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加送信の必須帳表である「電子申告

データ追加送信表」と、追加送信する

別表等を選択 (作成する帳票名の先頭

の□をチェック)します。 

 

 

f.選択後、［次へ(N)］ボタンをクリック

します。 

 

 

g.左記の画面が表示されます。 

申告・申請等名欄に、適宜名称を入力

し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

（拡大） 
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h.左記の画面が表示されます。 

追加送信する別表等のデータを作成す

るにあたり、必要な項目を入力しま

す。 

 

※上記１(2)で、ＡＳＰ１０００Ｒから

切り出した法人名等のデータを、 

e-Taxソフトの［基本情報インポー

ト］ボタンで読み込めます。 

 

 

i.送信する帳票が一覧表示されます。 

 

必須帳表である「電子申告データ追加

送信表」をダブルクリックし、「電子

申告データ追加送信表」を作成しま

す。 

 

  



- 15 - 

 

（↓画面を下にスクロールした画面） 

 

j.電子申告データ追加送信表の入力画面

が表示されます。必要事項を選択・入

力します。 

 

基本情報の入力画面で入力された内容

が連携して表示されます。以下の内容

を入力します。 

・「提出法人」欄 

・「追加送信別表等名」欄 

 

 

※当初送信データの受付年月日、受付

番号の入力は省略できます。 

 

k.入力後、［作成完了(Z)］ボタンをクリ

ックします。 

 

 

l.追加送信する帳票一覧に戻ります。 

 

m.続いて、追加送信する別表等を作成し

ます。追加送信する別表等を作成後

は、「電子申告データ追加送信表」と

同様に［作成完了(Z)］をクリックしま

す。 

 

 追加送信する別表等が複数ある場合

は、追加送信するすべての別表等を作

成します。 
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n.追加送信するすべての別表等を作成

後、［申告・申請等一覧(R)］ボタンを

クリックし、追加送信データの作成を

終了します。 
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2)電子署名 

  法人納税者が追加送信する場合、代表者又は受任者が電子署名します。 

 

 

 

 

a.e-Taxソフト「署名可能一覧へ」－「電子

署名」を選択します。 

 

 

b.画面右に電子署名可能な申告・申請等が

一覧表示されます。 

作成した追加送信データを選択後、［署

名(G)］ボタンをクリックします。 

 

 

※電子申告データ追加送信表の受付番号欄

に入力していないため、左記のメッセー

ジが表示されます。 

  

 国税e-Taxソフト仕様では、当初送信デー

タの受付番号は省略可能です。 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

（拡大） 
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※続いて、左記のメッセージが表示されま

す。［OK］ボタンをクリックします。 

 

c.「電子署名（１／３：メディア選択）」

画面が表示されます。 

 

電子証明書が格納されているメディアを

選択し、［次へ］ボタンをクリックしま

す。以降は画面の指示にしたがって電子

署名します。 
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3)追加送信対象の法人税の「受信通知」の選択 

    e-Taxソフトで追加送信する場合、法人税の「受信通知」内にある［追加送信］ボタンから追

加送信します。また、法人税の「受信通知」は国税受付システムのメッセージボックスに格納

されています。 

    そのため、以下の手順で、法人納税者のメッセージボックスに格納されている法人税の「受

信通知」を選択します。 

 

 

 

 

 

a.「メッセージボックス」－「メッセージ

ボックス」を選択します。 

 

 

 

※左記のメッセージが表示された場合、

［OK］ボタンをクリックします。 

（拡大） 



- 20 - 

 

b.国税受付システムへのログイン画面が表

示されます。 

 

「利用者識別番号と暗証番号によるログ

イン」を選択後、法人納税者の利用者識

別番号と暗証番号を入力し、［OK］ボタ

ンをクリックします。 

 

c.法人納税者のメッセージボックスに格納

さている受信通知等の一覧が表示されま

す。 

 

事前に用意（印刷）した法人税の「受信

通知」に記載れている「受付番号」をも

とに、法人税の「受信通知」を選択（ダ

ブルリック）します。 
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4)追加送信と「即時通知」及び「受信通知」の確認 

 

 

 

a.受信通知が表示されます。 

 

※事前に用意（印刷）した法人税の「受

信通知」に記載れている「受付番号」

と同じ「受付番号」が表示されている

ことを確認します。 

 

 

確認後、［追加送信(Y)］ボタンをクリ

ックします。 

 

b.追加送信可能なデータの一覧が表示され

ます。先に作成した別表等の追加送信デ

ータを選択し、［OK］ボタンをクリック

します。 

 

画面の案内に従って追加送信データを送

信します。 

 

c.追加送信の「即時通知」が表示されま

す。エラーのないことを確認後、「即時

通知」を印刷します。 

 

※「即時通知」は、後から印刷すること

はできませんので、ここで印刷しま

す。 

 

d.印刷後、［受信通知表示］ボタンをクリ

ックします。 

 

（拡大） 
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e.追加送信の「受信通知」が表示されま

す。 

「送信されたデータを受け付けました」

と表示されていることを確認します。 

 

 

   以上で、追加送信は完了です。 

なお、上記手順で追加送信後、ＡＳＰ１０００Ｒで法人税申告書を電子申告した場合は、必要

に応じて、再度、追加送信してください。 

 

  

（拡大） 
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②財務諸表や勘定科目内訳明細書の追加送信 

  1)追加送信する財務諸表や勘定科目内訳明細書の作成 

    追加送信する財務諸表や勘定科目内訳明細書を作成します。 

財務諸表や勘定科目内訳明細書は、e-Taxソフトに帳表イメージで入力して作成することも

できますが、この手順書では、国税庁指定のＣＳＶファイルで作成した財務諸表や勘定科目内

訳明細書を、e-Taxソフトに読み込んで作成する手順をご説明します。 

 

   a.財務諸表を国税庁指定のＣＳＶファイルで作成 

        e-Taxホームページ「財務諸表のＣＳＶ形式データの作成方法」をご確認ください。 

(https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm) 

 

    ※販売費及び一般管理費の明細を提出する場合は、e-Taxホームページ「販売費及び一般管理

費の明細をＣＳＶ形式により提出する場合、どのように提出すればよいでしょうか。」を

ご確認ください。 

     (https://www.e-tax.nta.go.jp/toiawase/qa/qa_datazyuunanka/13.htm) 

 

   b.勘定科目内訳明細書を国税庁指定のＣＳＶファイルで作成 

        e-Taxホームページ「勘定科目内訳明細書及び法人税申告書別表等(明細記載を要する部分)

のCSV形式データの作成方法」をご確認ください。 

(https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho2.htm) 

 

  

https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm
https://www.e-tax.nta.go.jp/toiawase/qa/qa_datazyuunanka/13.htm
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho2.htm
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2)追加送信データを作成 

 

 

 

a.「作成」－「申告・申請等」を選択し

ます。 

 

 

b.画面右に一覧が表示されます。 

画面下の［新規作成］ボタンをクリッ

クします。 

（拡大） 
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c.「申告・申請等の作成」画面が表示さ

れます。下記を参考に選択します。 

行 項目 選択内容 

１ 手続の種類 申告(S) 

２ 税目 法人税・地方法人税(※) 

３ 年分 該当年分(例：令和４年

４月１日以後終了事業年

度分)を選択してくださ

い。 

  ※グループ通算制度から離脱した法人の場合

は、「法人税・地方法人税(通算)」を選択

します。 

 

 選択後、［次へ(N)］ボタンをクリック

します。 

 

 

 

  

d.作成する帳票の選択画面が表示されま

す。 

 

「電子申告データの追加送信（法人

税）」の手続を選択します。 

 

f.選択後、［次へ(N)］ボタンをクリック

します。 

（拡大） 
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g.左記の画面が表示されます。 

申告・申請等名欄に、適宜名称を入力

し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

h.左記の画面が表示されます。 

追加送信する財務諸表や勘定科目内訳

明細書のデータを作成するにあたり、

必要な項目を入力します。 

 

※上記１(2)で、ＡＳＰ１０００Ｒから

切り出した法人名等のデータを、 

e-Taxソフトの［基本情報インポー

ト］ボタンで読み込めます。 

 

 

i.送信する帳票が一覧表示されます。 

 

必須帳表である「電子申告データ追加送

信表」をダブルクリックし、「電子申告

データ追加送信表」を作成します。 
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（↓画面を下にスクロールした画面） 

 

j.電子申告データ追加送信表の入力画面が

表示されます。必要事項を選択・入力し

ます。 

 

基本情報の入力画面で入力された内容が

連携して表示されます。以下の内容を入

力します。 

・「提出法人」欄 

・「追加送信別表等名」欄 

 

 

※当初送信データの受付年月日、受付番

号の入力は省略できます。 

 

k.入力後、［作成完了(Z)］ボタンをクリッ

クします。 

 

 

l.追加送信する帳票一覧に戻ります。 

 

m.続いて、国税庁指定のＣＳＶファイルで

作成した財務諸表や勘定科目内訳明細書

を読み込みます。 

 

  ［財務諸表等の組み込み(X)］ボタンをク

リックします。 
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n.左記の画面が表示されます。 

 下記を選択し、［OK］ボタンをクリックし

ます。 

 

i) 財務諸表を読み込む場合 

 「財務諸表(CSVファイル)(HOT010(Ver3.0))」 

（他の財務諸表のファイル（例：XBRL2.0や

HOT010(Ver2.0)）を作成されている場合は、

そのファイルを読み込みます。） 

 

ii)勘定科目内訳明細書をを読み込む場合 

「勘定科目内訳明細書(CSVファイル)」 

 

o.画面の指示に従って読み込みます。 

 

 

p.追加送信する財務諸表等を表示し、作成

完了します。 

 

追加送信するすべての財務諸表等を作

成完了後、［申告・申請等一覧(R)］ボタ

ンをクリックし、追加送信データの作成

を終了します。 
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3)電子署名 

  法人納税者が追加送信する場合、代表者又は受任者が電子署名します。 

 

 

 

 

a.e-Taxソフト「署名可能一覧へ」－「電子

署名」を選択します。 

 

 

b.画面右に電子署名可能な申告・申請等が

一覧表示されます。 

作成した追加送信データを選択後、［署

名(G)］ボタンをクリックします。 

 

 

※電子申告データ追加送信表の受付番号欄

に入力していないため、左記のメッセー

ジが表示されます。 

  

 国税e-Taxソフト仕様では、当初送信デー

タの受付番号は省略可能です。 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

（拡大） 
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※続いて、左記のメッセージが表示されま

す。［OK］ボタンをクリックします。 

 

c.「電子署名（１／３：メディア選択）」

画面が表示されます。 

 

電子証明書が格納されているメディアを

選択し、［次へ］ボタンをクリックしま

す。以降は画面の指示にしたがって電子

署名します。 
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4)追加送信対象の法人税の「受信通知」の選択 

    e-Taxソフトで追加送信する場合、法人税の「受信通知」内にある［追加送信］ボタンから追

加送信します。また、法人税の「受信通知」は国税受付システムのメッセージボックスに格納

されています。 

    そのため、以下の手順で、法人納税者のメッセージボックスに格納されている法人税の「受

信通知」を選択します。 

 

 

 

 

 

a.「メッセージボックス」－「メッセージ

ボックス」を選択します。 

 

 

 

※左記のメッセージが表示された場合、

［OK］ボタンをクリックします。 

（拡大） 
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b.国税受付システムへのログイン画面が表

示されます。 

 

「利用者識別番号と暗証番号によるログ

イン」を選択後、法人納税者の利用者識

別番号と暗証番号を入力し、［OK］ボタ

ンをクリックします。 

 

c.法人納税者のメッセージボックスに格納

さている受信通知等の一覧が表示されま

す。 

 

事前に用意（印刷）した法人税の「受信

通知」に記載れている「受付番号」をも

とに、法人税の「受信通知」を選択（ダ

ブルリック）します。 
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5)追加送信と「即時通知」及び「受信通知」の確認 

 

 

 

a.受信通知が表示されます。 

 

※事前に用意（印刷）した法人税の「受

信通知」に記載れている「受付番号」

と同じ「受付番号」が表示されている

ことを確認します。 

 

 

確認後、［追加送信(Y)］ボタンをクリ

ックします。 

 

b.追加送信可能なデータの一覧が表示され

ます。先に作成した財務諸表等の追加送

信データを選択し、［OK］ボタンをクリ

ックします。 

 

画面の案内に従って追加送信データを送

信します。 

 

c.追加送信の「即時通知」が表示されま

す。エラーのないことを確認後、「即時

通知」を印刷します。 

 

※「即時通知」は、後から印刷すること

はできませんので、ここで印刷しま

す。 

 

d.印刷後、［受信通知表示］ボタンをクリ

ックします。 

 

（拡大） 
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e.追加送信の「受信通知」が表示されま

す。 

「送信されたデータを受け付けました」

と表示されていることを確認します。 

 

 

   以上で、追加送信は完了です。 

なお、上記手順で追加送信後、ＡＳＰ１０００Ｒで法人税申告書を電子申告した場合は、必要

に応じて、再度、追加送信してください。 

 

  

（拡大） 
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③ＰＤＦの追加送信 

1)追加送信データを作成 

 

 

 

a.「作成」－「申告・申請等」を選択しま

す。 

 

 

b.画面右に一覧が表示されます。 

画面下の［新規作成］ボタンをクリック

します。 

  

（拡大） 
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c.「申告・申請等の作成」画面が表示さ1れ

ます。下記を参考に選択します。 

行 項目 選択内容 

１ 手続の種類 申告(S) 

２ 税目 法人税・地方法人税(※) 

３ 年分 該当年分(例：令和４年

４月１日以後終了事業年

度分)を選択してくださ

い。 

  ※グループ通算制度から離脱した法人の場合

は、「法人税・地方法人税(通算)」を選択し

ます。 

 

 選択後、［次へ(N)］ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

  

d.作成する帳票の選択画面が表示されま

す。 

 

「イメージ添付書類（法人税申告）」の

手続を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＤＦ（イメージ添付書類）を追加送信

する際の必須帳表である「添付書類送付

書」を選択 (作成する書類名の先頭の□

をチェック)します。 

 

f.選択後、［次へ(N)］ボタンをクリックし

ます。 

（拡大） 
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g.左記の画面が表示されます。 

申告・申請等名欄に、適宜名称を入力

し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

h.左記の画面が表示されます。 

  イメージデータ(ＰＤＦ)で提出できる書

類は定められています。確認する場合

は、メッセージ内の「こちら」をクリッ

クして確認します。 

  ［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

i.左記の画面が表示されます。 

追加送信するＰＤＦデータを作成するに

あたり、必要な項目を入力します。 

 

※上記１(2)で、ＡＳＰ１０００Ｒから切

り出した法人名等のデータを、e-Taxソ

フトの［基本情報インポート］ボタン

で読み込めます。 

 

 

j.申告・申請等一覧に選択したイメージデ

ータ(ＰＤＦ)の手続きが表示されます。 

 該当の手続きを、ダブルクリックします。 
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k.送信する帳票が一覧表示されます。 

 

必須帳表である「添付書類送付書」をダ

ブルクリックします。 

  

（↓画面を下にスクロールした画面） 

  

l.電子申告データ追加送信表の入力画面が

表示されます。必要事項を選択・入力し

ます。 

 

基本情報の入力画面で入力された内容が

連携して表示されます。以下の内容を入

力します。 

・「手続名」欄 

 （例：内国法人の確定申告（青色）） 

 

 ・添付書類（ＰＤＦ） 

  ［添付書類（ＰＤＦ等）の組み込み］

ボタンをクリックして、画面の指示に

従い、追加送信するＰＤＦファイルを

組み込みます。 

 

 ※作成方法の詳細は、e-Taxソフトのメニ

ューバー［ヘルプ(H)］－［帳表説明

(C)］等を確認ください。 

  

 

 

m.入力後、［作成完了(Z)］ボタンをクリッ

クします。 
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n.追加送信する帳票一覧に戻ります。 

 ［申告・申請等一覧(R)］ボタンをクリッ

クし、追加送信データの作成を終了しま

す。 
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2)電子署名 

  法人納税者が追加送信する場合、代表者又は受任者が電子署名します。 

 

 

 

 

a.e-Taxソフト「署名可能一覧へ」－「電子

署名」を選択します。 

 

 

b.画面右に電子署名可能な申告・申請等が

一覧表示されます。 

作成した追加送信データを選択後、［署

名(G)］ボタンをクリックします。 

 

c.「電子署名（１／３：メディア選択）」

画面が表示されます。 

 

電子証明書が格納されているメディアを

選択し、［次へ］ボタンをクリックしま

す。以降は画面の指示にしたがって電子

署名します。 

 

 

  

（拡大） 
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3)追加送信対象の法人税の「受信通知」の選択 

   e-Taxソフトで追加送信する場合、法人税の「受信通知」内にある［イメージ送信］ボタンか

ら追加送信します。また、法人税の「受信通知」は国税受付システムのメッセージボックスに

格納されています。 

    そのため、以下の手順で、法人納税者のメッセージボックスに格納されている法人税の「受

信通知」を選択します。 

 

 

 

 

 

a.「メッセージボックス」－「メッセージ

ボックス」を選択します。 

 

 

 

※左記のメッセージが表示された場合、

［OK］ボタンをクリックします。 

（拡大） 
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b.国税受付システムへのログイン画面が表

示されます。 

 

「利用者識別番号と暗証番号によるログ

イン」を選択後、法人納税者の利用者識

別番号と暗証番号を入力し、［OK］ボタ

ンをクリックします。 

 

c.法人納税者のメッセージボックスに格納

さている受信通知等の一覧が表示されま

す。 

 

事前に用意（印刷）した法人税の「受信

通知」に記載れている「受付番号」をも

とに、法人税の「受信通知」を選択（ダ

ブルリック）します。 
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4)追加送信と「即時通知」及び「受信通知」の確認 

 

 

 

a.受信通知が表示されます。 

 

※事前に用意（印刷）した法人税の「受

信通知」に記載れている「受付番号」

と同じ「受付番号」が表示されている

ことを確認します。 

 

 

確認後、［イメージ送信(Z)］ボタンを

クリックします。 

 

b.追加送信可能なデータの一覧が表示され

ます。先に作成したＰＤＦの追加送信デ

ータを選択し、［OK］ボタンをクリック

します。 

 

画面の案内に従って追加送信データを送

信します。 

 

c.追加送信の「即時通知」が表示されま

す。エラーのないことを確認後、「即時

通知」を印刷します。 

 

※「即時通知」は、後から印刷すること

はできませんので、ここで印刷しま

す。 

 

d.印刷後、［受信通知表示］ボタンをクリ

ックします。 

 

（拡大） 
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e.追加送信の「受信通知」が表示されま

す。 

「送信されたデータを受け付けました」

と表示されていることを確認します。 

 

 

   以上で、追加送信は完了です。 

なお、上記手順で追加送信後、ＡＳＰ１０００Ｒで法人税申告書を電子申告した場合は、必要

に応じて、再度、追加送信してください。 

  

（拡大） 
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(2) 税理士(税理士法人)が追加送信する場合 

①別表等(財務諸表及び勘定科目内訳明細書を除く)の追加送信 

  1)追加送信データを作成 

 

 

 

a.「作成」－「申告・申請等」を選択し

ます。 

 

 

b.画面右に一覧が表示されます。 

画面下の［新規作成］ボタンをクリッ

クします。 

（拡大） 
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c.「申告・申請等の作成」画面が表示さ

れます。下記を参考に選択します。 

行 項目 選択内容 

１ 手続の種類 申告(S) 

２ 税目 法人税・地方法人税(※) 

３ 年分 該当年分(例：令和４年

４月１日以後終了事業年

度分)を選択してくださ

い。 

  ※グループ通算制度から離脱した法人の場合

は、「法人税・地方法人税(通算)」を選択

します。 

 

 選択後、［次へ(N)］ボタンをクリック

します。 
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d.作成する帳票の選択画面が表示されま

す。 

 

「電子申告データの追加送信（法人

税）」の手続を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加送信の必須帳表である「電子申告

データ追加送信表」と、追加送信する

別表等を選択 (作成する帳票名の先頭

の□をチェック)します。 

 

 

f.選択後、［次へ(N)］ボタンをクリック

します。 

 

 

g.左記の画面が表示されます。 

申告・申請等名欄に、適宜名称を入力

し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

（拡大） 
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↓(画面を下にスクロールし「税理士等」を 

  表示・確認) 

h.左記の画面が表示されます。 

追加送信する別表等のデータを作成す

るにあたり、必要な項目を入力しま

す。 

 

※上記１(2)で、ＡＳＰ１０００Ｒで切

り出した法人名等のデータを、e-Tax

ソフトの［基本情報インポート］ボ

タンで読み込めます。 

 

 

(重要) 

税理士等が代理送信する場合は、必ず、送

信する税理士等の利用者識別番号を入力し

てください！ 

 

※税理士法人が代理送信する場合は、「申

告書作成に係る税理士」の利用者識別番

号を入力します（上記１(3)②で確認した

税理士の利用者識別番号）。 

開業税理士又は所属税理が代理送信する

場合は、開業税理士又は所属税理の利用

者識別番号を入力します。 

 

入力終了後、［OK］ボタンをクリック

します。 
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i.送信する帳票が一覧表示されます。 

 

必須帳表である「電子申告データ追加送

信表」をダブルクリックし、「電子申告

データ追加送信表」を作成します。 

 

（↓画面を下にスクロールした画面） 

 

j.電子申告データ追加送信表の入力画面が

表示されます。必要事項を選択・入力し

ます。 

 

基本情報の入力画面で入力された内容が

連携して表示されます。以下の内容を入

力します。 

・「提出法人」欄 

・「追加送信別表等名」欄 

 

 

※当初送信データの受付年月日、受付番

号の入力は省略できます。 

 

 

 

 

 

 

 

k.入力後、［作成完了(Z)］ボタンをクリッ

クします。 
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l.追加送信する帳票一覧に戻ります。 

 

m.続いて、追加送信する書類を作成しま

す。追加送信する書類を作成後は、「電

子申告データ追加送信表」と同様に［作

成完了(Z)］をクリックします。 

 

 追加送信する書類が複数ある場合は、追

加送信するすべての書類を作成します。 

 

n.追加送信するすべての書類を作成後、

［申告・申請等一覧(R)］ボタンをクリッ

クし、追加送信データの作成を終了しま

す。 
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  2)電子署名 

税理士法人が代理送信する場合は、申告書作成に係る税理士が電子署名します。 

開業税理士又は所属税理士が代理送信する場合は、開業税理士又は所属税理士が電子署名し

ます。 

 

      ※税理士等が代理送信する場合は、法人納税者（代表者）の電子署名を省略できます。 

下記の説明では、法人納税者（代表者）の電子署名を省略する前提で説明します。 

 

 

 

 

a.e-Taxソフト「署名可能一覧へ」－「電子

署名」を選択します。 

 

 

b.画面右に電子署名可能な申告・申請等が

一覧表示されます。 

作成した追加送信データを選択後、［署

名(G)］ボタンをクリックします。 

（拡大） 
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※電子申告データ追加送信表の受付番号欄

に入力していないため、左記のメッセー

ジが表示されます。 

  

 国税e-Taxソフト仕様では、当初送信デー

タの受付番号は省略可能です。 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

 

※続いて、左記のメッセージが表示されま

す。［OK］ボタンをクリックします。 

 

c.「電子署名（１／３：メディア選択）」

画面が表示されます。 

 

i) 税理士法人が代理送信する場合 

申告書作成に係る税理士の電子証明書が

格納されているメディアを選択 

ii)開業税理士又は所属税理士が代理送信

する場合 

   開業税理士又は所属税理士の電子証明書

が格納されているメディアを選択 

 

 メディアを選択後、［次へ］ボタンをクリ

ックします。以降は画面の指示に従って電

子署名します。 
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3)追加送信対象の法人税の「受信通知」の選択 

    e-Taxソフトで追加送信する場合、電子申告した法人税の「受信通知」内にある［追加送信］

ボタンから追加送信します。また、法人税の「受信通知」は国税受付システムのメッセージボ

ックスに格納されています。 

そのため、法人税を電子申告（当初送信）した税理士法人、開業税理士又は所属税理士のメ

ッセージボックスに格納されている「受信通知」を選択します。 

 

 

 

 

 

a.「メッセージボックス」－「メッセージ

ボックス」を選択します。 

 

 

 

※左記のメッセージが表示された場合、

［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

（拡大） 
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b. 国税受付システムへのログイン画面が

表示されます。 

 

  i)税理士法人が代理送信する場合 

 

「利用者識別番号と暗証番号によるロ

グイン」を選択後、税理士法人の利用

者識別番号と暗証番号を入力し、 

［OK］ボタンをクリックします。  

 

ii)開業税理士又は所属税理士が代理送

信する場合 

 

「利用者識別番号と暗証番号による

ログイン」を選択後、開業税理士又

は所属税理士の利用者識別番号と暗

証番号を入力し、［OK］ボタンをク

リックします。  

 

 

c.税理士等のメッセージボックスに格納さ

ている受信通知等の一覧が表示されま

す。 

 

  法人納税者の名称や、事前に用意（印

刷）した法人税の「受信通知」に記載れ

ている「受付番号」をもとに、法人税の

「受付番号」を選択（ダブルリック）し

ます。 

 

 

  



- 55 - 

4)追加送信と「即時通知」及び「受信通知」の確認 

 

 

 

a.受信通知が表示されます。 

 

※事前に用意（印刷）した法人税の「受

信通知」に記載れている「受付番号」

と同じ「受付番号」が表示されている

ことを確認します。 

 

 

確認後、［追加送信(Y)］ボタンをクリ

ックします。 

 

b.追加送信可能なデータの一覧が表示され

ます。先に作成した別表等の追加送信デ

ータを選択し、［OK］ボタンをクリック

します。 

 

画面の案内に従って追加送信データを送

信します。 

 

c.追加送信の「即時通知」が表示されま

す。エラーのないことを確認後、「即時

通知」を印刷します。 

 

※「即時通知」は、後から印刷すること

はできませんので、ここで印刷しま

す。 

 

d.印刷後、［受信通知表示］ボタンをクリ

ックします。 

 

（拡大） 
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e.追加送信の「受信通知」が表示されま

す。 

「送信されたデータを受け付けました」

と表示されていることを確認します。 

 

 

   以上で、追加送信は完了です。 

なお、上記手順で追加送信後、ＡＳＰ１０００Ｒで法人税申告書を電子申告した場合は、必要

に応じて、再度、追加送信してください。 

 

  

（拡大） 
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②財務諸表や勘定科目内訳明細書の追加送信 

  1)追加送信する財務諸表や勘定科目内訳明細書の作成 

    追加送信する財務諸表や勘定科目内訳明細書を作成します。 

財務諸表や勘定科目内訳明細書は、e-Taxソフトに帳表イメージで入力して作成することも

できますが、この手順書では、国税庁指定のＣＳＶファイルで作成した財務諸表や勘定科目内

訳明細書を、e-Taxソフトに読み込んで作成する手順をご説明します。 

 

   a.財務諸表を国税庁指定のＣＳＶファイルで作成 

        e-Taxホームページ「財務諸表のＣＳＶ形式データの作成方法」を確認して作成します。 

(https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm) 

 

    ※販売費及び一般管理費の明細を提出する場合は、e-Taxホームページ「販売費及び一般管理

費の明細をＣＳＶ形式により提出する場合、どのように提出すればよいでしょうか。」を

確認して作成します。 

     (https://www.e-tax.nta.go.jp/toiawase/qa/qa_datazyuunanka/13.htm) 

 

   b.勘定科目内訳明細書を国税庁指定のＣＳＶファイルで作成 

        e-Taxホームページ「勘定科目内訳明細書及び法人税申告書別表等(明細記載を要する部分)

のCSV形式データの作成方法」を確認して作成します。 

(https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho2.htm) 

 

  

https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm
https://www.e-tax.nta.go.jp/toiawase/qa/qa_datazyuunanka/13.htm
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho2.htm
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2)追加送信データを作成 

 

 

 

a.「作成」－「申告・申請等」を選択しま

す。 

 

 

b.画面右に一覧が表示されます。 

画面下の［新規作成］ボタンをクリック

します。 

  

（拡大） 
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c.「申告・申請等の作成」画面が表示さ

れます。下記を参考に選択します。 

行 項目 選択内容 

１ 手続の種類 申告(S) 

２ 税目 法人税・地方法人税(※) 

３ 年分 該当年分(例：令和４年

４月１日以後終了事業年

度分)を選択してくださ

い。 

  ※グループ通算制度から離脱した法人の場合

は、「法人税・地方法人税(通算)」を選択

します。 

 

 選択後、［次へ(N)］ボタンをクリック

します。 

 

 

 

  

d.作成する書類の選択画面が表示されま

す。 

 

「電子申告データの追加送信（法人

税）」の手続を選択します。 

 

 

f.選択後、［次へ(N)］ボタンをクリック

します。 

（拡大） 
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g.左記の画面が表示されます。 

申告・申請等名欄に、適宜名称を入力

し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

↓(画面を下にスクロールし「税理士等」を 

  表示・確認) 

h.左記の画面が表示されます。 

申告書類を作成するにあたり、必要な

項目を入力します。 

 

※上記１(2)で、ＡＳＰ１０００Ｒで切

り出した法人名等のデータを、e-Tax

ソフトの［基本情報インポート］ボ

タンで読み込めます。 

 

 

(重要) 

税理士等が代理送信する場合は、必ず、送

信する税理士等の利用者識別番号を入力し

てください！ 

 

※税理士法人が代理送信する場合は、「申

告書作成に係る税理士」の利用者識別番

号を入力します（上記１(3)②で確認した

税理士の利用者識別番号）。 

開業税理士又は所属税理が代理送信する

場合は、開業税理士又は所属税理の利用

者識別番号を入力します。 

 

入力終了後、［OK］ボタンをクリック

します。 
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i.送信する帳票が一覧表示されます。 

 

必須帳表である「電子申告データ追加送

信表」をダブルクリックし、「電子申告

データ追加送信表」を作成します。 

 

（↓画面を下にスクロールした画面） 

 

j.電子申告データ追加送信表の入力画面が

表示されます。必要事項を選択・入力し

ます。 

 

基本情報の入力画面で入力された内容が

連携して表示されます。以下の内容を入

力します。 

・「提出法人」欄 

・「追加送信別表等名」欄 

 

 

※当初送信データの受付年月日、受付番

号の入力は省略できます。 

 

 

 

 

 

 

 

k.入力後、［作成完了(Z)］ボタンをクリッ

クします。 
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l.追加送信する帳票一覧に戻ります。 

 

m.続いて、国税庁指定のＣＳＶファイルで

作成した財務諸表や勘定科目内訳明細書

を読み込みます。 

 

  ［財務諸表等の組み込み(X)］ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

n.左記の画面が表示されます。 

 下記を選択し、［OK］ボタンをクリックし

ます。 

 

i) 財務諸表を読み込む場合 

 「財務諸表(CSVファイル)(HOT010(Ver3.0))」 

（他の財務諸表のファイル（例：XBRL2.0や

HOT010(Ver2.0)）を作成されている場合は、

そのファイルを読み込みます。） 

 

ii)勘定科目内訳明細書をを読み込む場合 

「勘定科目内訳明細書(CSVファイル)」 

 

o.画面の指示に従って読み込みます。 

 

 

p.追加送信する書類を作成後、［申告・申

請等一覧(R)］ボタンをクリックし、追加

送信データの作成を終了します。 
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3)電子署名 

税理士法人が代理送信する場合は、申告書作成に係る税理士が電子署名します。 

開業税理士又は所属税理士が代理送信する場合は、開業税理士又は所属税理士が電子署名し

ます。 

 

      ※税理士等が代理送信する場合は、法人納税者（代表者）の電子署名を省略できます。 

下記の説明では、法人納税者（代表者）の電子署名を省略する前提で説明します。 

 

 

 

 

a.e-Taxソフト「署名可能一覧へ」－「電子

署名」を選択します。 

 

 

b.画面右に電子署名可能な申告・申請等が

一覧表示されます。 

作成した追加送信データを選択後、［署

名(G)］ボタンをクリックします。 

（拡大） 
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※電子申告データ追加送信表の受付番号欄

に入力していないため、左記のメッセー

ジが表示されます。 

  

 国税e-Taxソフト仕様では、当初送信デー

タの受付番号は省略可能です。 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

 

※続いて、左記のメッセージが表示されま

す。［OK］ボタンをクリックします。 

 

c.「電子署名（１／３：メディア選択）」

画面が表示されます。 

 

i) 税理士法人が代理送信する場合 

申告書作成に係る税理士の電子証明書が

格納されているメディアを選択 

ii)開業税理士又は所属税理士が代理送信

する場合 

   開業税理士又は所属税理士の電子証明書

が格納されているメディアを選択 

 

 メディアを選択後、［次へ］ボタンをクリ

ックします。以降は画面の指示に従って電

子署名します。 
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4)追加送信対象の法人税の「受信通知」の選択 

    e-Taxソフトで追加送信する場合、電子申告した法人税の「受信通知」内にある［追加送信］

ボタンから追加送信します。また、法人税の「受信通知」は国税受付システムのメッセージボ

ックスに格納されています。 

そのため、法人税を電子申告（当初送信）した税理士法人、開業税理士又は所属税理士のメ

ッセージボックスに格納されている「受信通知」を選択します。 

 

 

 

 

 

a.「メッセージボックス」－「メッセージ

ボックス」を選択します。 

 

 

 

※左記のメッセージが表示された場合、

［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

（拡大） 
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b. 国税受付システムへのログイン画面が

表示されます。 

 

 

  i)税理士法人が代理送信する場合 

 

「利用者識別番号と暗証番号によるロ

グイン」を選択後、税理士法人の利用

者識別番号と暗証番号を入力し、 

［OK］ボタンをクリックします。  

 

ii)開業税理士又は所属税理士が代理送

信する場合 

 

「利用者識別番号と暗証番号による

ログイン」を選択後、開業税理士又

は所属税理士の利用者識別番号と暗

証番号を入力し、［OK］ボタンをク

リックします。   

 

 

c.税理士等のメッセージボックスに格納さ

ている受信通知等の一覧が表示されま

す。 

 

 法人納税者の名称や、事前に用意（印

刷）した法人税の「受信通知」に記載れ

ている「受付番号」をもとに、法人税の

「受付番号」を選択（ダブルリック）し

ます。 
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5)追加送信と「即時通知」及び「受信通知」の確認 

 

 

 

a.受信通知が表示されます。 

 

※事前に用意（印刷）した法人税の「受

信通知」に記載れている「受付番号」

と同じ「受付番号」が表示されている

ことを確認します。 

 

 

確認後、［追加送信(Y)］ボタンをクリ

ックします。 

 

b.追加送信可能なデータの一覧が表示され

ます。先に作成した財務諸表の追加送信

データを選択し、［OK］ボタンをクリッ

クします。 

 

画面の案内に従って追加送信データを送

信します。 

 

c.追加送信の「即時通知」が表示されま

す。エラーのないことを確認後、「即時

通知」を印刷します。 

 

※「即時通知」は、後から印刷すること

はできませんので、ここで印刷しま

す。 

 

d.印刷後、［受信通知表示］ボタンをクリ

ックします。 

 

（拡大） 
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e.追加送信の「受信通知」が表示されま

す。 

「送信されたデータを受け付けました」

と表示されていることを確認します。 

 

 

   以上で、追加送信は完了です。 

なお、上記手順で追加送信後、ＡＳＰ１０００Ｒで法人税申告書を電子申告した場合は、必要

に応じて、再度、追加送信してください。 

 

  

（拡大） 
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③ＰＤＦの追加送信 

1)追加送信データを作成 

 

 

 

a.「作成」－「申告・申請等」を選択しま

す。 

 

 

b.画面右に一覧が表示されます。 

画面下の［新規作成］ボタンをクリック

します。 

  

（拡大） 
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c.「申告・申請等の作成」画面が表示さ1れ

ます。下記を参考に選択します。 

行 項目 選択内容 

１ 手続の種類 申告(S) 

２ 税目 法人税・地方法人税(※) 

３ 年分 該当年分(例：令和４年

４月１日以後終了事業年

度分)を選択してくださ

い。 

  ※グループ通算制度から離脱した法人の場合

は、「法人税・地方法人税(通算)」を選択し

ます。 

 

 選択後、［次へ(N)］ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

  

d.作成する書類の選択画面が表示されま

す。 

 

「イメージ添付書類（法人税申告）」の

手続を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＤＦ（イメージ添付書類）を追加送信

必須帳表である「添付書類送付書」を選

択 (作成する書類名の先頭の□をチェッ

ク)します。 

 

f.選択後、［次へ(N)］ボタンをクリックし

ます。 

（拡大） 
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g.左記の画面が表示されます。 

申告・申請等名欄に、適宜名称を入力

し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

h.左記の画面が表示されます。 

  イメージデータ(ＰＤＦ)で提出できる書

類は定められています。確認する場合

は、メッセージ内の「こちら」をクリッ

クして確認します。 

 

  ［OK］ボタンをクリックします。 
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↓(画面を下にスクロールし「税理士等」を 

  表示・確認) 

i.左記の画面が表示されます。 

申告書類を作成するにあたり、必要な項

目を入力します。 

 

※上記１(2)で、ＡＳＰ１０００Ｒで切り

出した法人名等のデータを、e-Taxソフ

トの［基本情報インポート］ボタンで

読み込めます。 

 

 

(重要) 

税理士等が代理送信する場合は、必ず、送信

する税理士等の利用者識別番号を入力してく

ださい！ 

 

※税理士法人が代理送信する場合は、「申告

書作成に係る税理士」の利用者識別番号を

入力します（上記１(3)②で確認した税理

士の利用者識別番号）。 

開業税理士又は所属税理が代理送信する場

合は、開業税理士又は所属税理の利用者識

別番号を入力します。 

 

入力終了後、［OK］ボタンをクリックし

ます。 

 

 

j.申告・申請等一覧に選択したイメージデ

ータ(ＰＤＦ)の手続きが表示されます。 

 該当の手続きを、ダブルクリックします。 
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k.送信する帳票が一覧表示されます。 

 

必須帳表である「添付書類送付書」をダ

ブルクリックします。 

  

（↓画面を下にスクロールした画面） 

  

l.電子申告データ追加送信表の入力画面が

表示されます。必要事項を選択・入力し

ます。 

 

基本情報の入力画面で入力された内容が

連携して表示されます。以下の内容を入

力します。 

・「手続名」欄 

 （例：内国法人の確定申告（青色）） 

 

 ・添付書類（ＰＤＦ） 

  ［添付書類（ＰＤＦ等）の組み込み］

ボタンをクリックして、画面の指示に

従い、追加送信するＰＤＦファイルを

組み込みます。 

 

 ※作成方法の詳細は、e-Taxソフトのメニ

ューバー［ヘルプ(H)］－［帳表説明

(C)］等を確認ください。 

  

 

 

m.入力後、［作成完了(Z)］ボタンをクリッ

クします。 
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n.追加送信する帳票一覧に戻ります。 

 ［申告・申請等一覧(R)］ボタンをクリッ

クし、追加送信データの作成を終了しま

す。 
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2)電子署名 

税理士法人が代理送信する場合は、申告書作成に係る税理士が電子署名します。 

開業税理士又は所属税理士が代理送信する場合は、開業税理士又は所属税理士が電子署名し

ます。 

 

      ※税理士等が代理送信する場合は、法人納税者（代表者）の電子署名を省略できます。 

下記の説明では、法人納税者（代表者）の電子署名を省略する前提で説明します。 

 

 

 

 

a.e-Taxソフト「署名可能一覧へ」－「電子

署名」を選択します。 

 

 

b.画面右に電子署名可能な申告・申請等が

一覧表示されます。 

作成した追加送信データを選択後、［署

名(G)］ボタンをクリックします。 

（拡大） 
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※電子申告データ追加送信表の受付番号欄

に入力していないため、左記のメッセー

ジが表示されます。 

  

 国税e-Taxソフト仕様では、当初送信デー

タの受付番号は省略可能です。 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

 

※続いて、左記のメッセージが表示されま

す。［OK］ボタンをクリックします。 

 

c.「電子署名（１／３：メディア選択）」

画面が表示されます。 

 

i) 税理士法人が代理送信する場合 

申告書作成に係る税理士の電子証明書が

格納されているメディアを選択 

ii)開業税理士又は所属税理士が代理送信

する場合 

   開業税理士又は所属税理士の電子証明書

が格納されているメディアを選択 

 

 メディアを選択後、［次へ］ボタンをクリ

ックします。以降は画面の指示に従って電

子署名します。 
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3)追加送信対象の法人税の「受信通知」の選択 

    e-Taxソフトで追加送信する場合、電子申告した法人税の「受信通知」内にある［追加送信］

ボタンから追加送信します。また、法人税の「受信通知」は国税受付システムのメッセージボ

ックスに格納されています。 

そのため、法人税を電子申告（当初送信）した税理士法人、開業税理士又は所属税理士のメ

ッセージボックスに格納されている「受信通知」を選択します。 

 

 

 

 

 

a.「メッセージボックス」－「メッセージ

ボックス」を選択します。 

 

 

 

※左記のメッセージが表示された場合、

［OK］ボタンをクリックします。 

（拡大） 
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b. 国税受付システムへのログイン画面が

表示されます。 

 

 

  i)税理士法人が代理送信する場合 

 

「利用者識別番号と暗証番号によるロ

グイン」を選択後、税理士法人の利用

者識別番号と暗証番号を入力し、 

［OK］ボタンをクリックします。  

 

ii)開業税理士又は所属税理士が代理送

信する場合 

 

「利用者識別番号と暗証番号によるロ

グイン」を選択後、開業税理士又は所

属税理士の利用者識別番号と暗証番号

を入力し、［OK］ボタンをクリックし

ます。  

 

 

c.税理士等のメッセージボックスに格納さ

ている受信通知等の一覧が表示されま

す。 

 

 法人納税者の名称や、事前に用意（印

刷）した法人税の「受信通知」に記載れ

ている「受付番号」をもとに、法人税の

「受付番号」を選択（ダブルリック）し

ます。 
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4)追加送信と「即時通知」及び「受信通知」の確認 

 

 

 

a.受信通知が表示されます。 

 

※事前に用意（印刷）した法人税の「受

信通知」に記載れている「受付番号」

と同じ「受付番号」が表示されている

ことを確認します。 

 

 

確認後、［イメージ送信(Z)］ボタンを

クリックします。 

 

b.追加送信可能なデータの一覧が表示され

ます。先に作成したＰＤＦの追加送信デ

ータを選択し、［OK］ボタンをクリック

します。 

 

画面の案内に従って追加送信データを送

信します。 

 

c.追加送信の「即時通知」が表示されま

す。エラーのないことを確認後、「即時

通知」を印刷します。 

 

※「即時通知」は、後から印刷すること

はできませんので、ここで印刷しま

す。 

 

d.印刷後、［受信通知表示］ボタンをクリ

ックします。 

 

（拡大） 
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e.追加送信の「受信通知」が表示されま

す。 

「送信されたデータを受け付けました」

と表示されていることを確認します。 

 

 

   以上で、追加送信は完了です。 

なお、上記手順で追加送信後、ＡＳＰ１０００Ｒで法人税申告書を電子申告した場合は、必要

に応じて、再度、追加送信してください。 

 

  

（拡大） 
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Ⅱ 地方税電子申告の追加送信(PCdeskで追加送信) 

１．ＡＳＰ１０００Ｒでの確認 

(1) 法人納税者の「利用者ＩＤ」の確認(メモ) 

  法人納税者の「利用者ＩＤ」を、メニュー「11.法人基本情報の登録」－「電子申告」タブ－

「３．地方税の利用者ＩＤ等」－「利用者ＩＤ」欄で確認（メモ）します。 

 

（ＡＳＰ１０００Ｒ メニュー「11.法人基本情報の登録」－「電子申告」タブ） 

 

 

  



- 82 - 

(2) 税理士(税理士法人)の「利用者ＩＤ」の確認(メモ) 

  ※法人納税者自身が法人税の電子申告した場合は、この作業は不要です。 

 ①税理士法人が追加送信する場合 

 メニュー「811-2.税理士基本情報の登録」－「税理士(法人)の電子申告基本情報」タブで、税理

士法人の「地方税の利用者ＩＤ」欄を確認（メモ）します。 

  ※税理士法人が追加送信する場合、申告書作成に係る税理士の「利用者ＩＤ」は不要です。 

（メニュー「811-2.税理士基本情報の登録」－「税理士(法人)の電子申告基本情報」タブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②開業税理士又は所属税理士が追加送信する場合 

    税理士の「地方税の利用者ＩＤ」欄を確認（メモ）します。 
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２．PCdeskのインストール・起動 

(1) PCdeskのインストール 

①eLTAXHP掲載の『PCdesk(DL 版)ガイド』(https://www.eltax.lta.go.jp/documents/00057/)の 

「1.1.2 PCdesk(DL版)をインストールする」（1-5頁～1-17頁）を参考に、ＡＳＰ１０００Ｒで

電子申告しているパソコンにPCdeskをインストールします。 

②既にインストール済みの場合、同ガイド(https://www.eltax.lta.go.jp/documents/00057/)の   

「1.2 PCdesk(DL版)をバージョンアップする」(1-18頁～1-19頁) を参考に、PCdeskをバージョ

ンアップします。 

 

(2) PCdeskへの利用者登録 

①法人納税者が追加送信する場合 

 

PCdeskを起動後、法人納税者の「利用者」を

選択します。 

 

※「利用者」として法人納税者を登録していな

い場合は、「利用者選択」画面の［新規作

成］ボタンをクリックし、画面の指示に従っ

て利用者として法人納税者を登録します。 

  なお、法人納税者の「利用者ＩＤ」は、上

記Ⅱ１(1)で確認した「利用者ＩＤ」を入力

します。 

 

 

②税理士(税理士法人)が追加送信する場合 

  

PCdeskを起動後、代理送信する税理士法人、

開業税理士又は所属税理士の「利用者」を選択

します。 

※「利用者」として代理送信する税理士法人、

開業税理士又は所属税理士を登録していない

場合は、「利用者選択」画面の［新規作成］

ボタンをクリックし、画面の指示に従って登

録します。 

 i)税理士法人の場合 

税理士法人の「利用者ＩＤ」 

ii)開業税理士又は所属税理士の場合 

開業税理士又は所属税理士の｢利用者ＩＤ｣ 

 

 なお、「利用者ＩＤ」は、上記Ⅱ１(2)で確

認した「利用者ＩＤ」を入力します。 

https://www.eltax.lta.go.jp/documents/00057/
https://www.eltax.lta.go.jp/documents/00057/
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３．PCdeskで追加送信 

(1) 法人納税者が追加送信する場合 

①書類及びＰＤＦの追加送信 

  地方税電子申告の追加送信は、書類とＰＤＦを１つの手続き（送信データ）で送信します。 

 

 

1)PCdeskを起動後、法人納税者の「利用者」を

選択します。 

 

※「利用者」として法人納税者を登録していな

い場合は、上記Ⅱ２(2)①を確認のうえ、

「利用者」を登録後、選択します。 

 

 

 

 

 

2)「申告に関する手続き」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)「追加別表・添付書類の作成」を選択しま

す。 
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4)左記のメッセージが表示された場合は、 

［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 ログイン画面が表示されますので、法人納税

者の暗証番号を入力し、［ログイン］ボタン

をクリックし、地方税ポータルセンタへログ

インします。 

 

 

 

 

 

 ログイン後、左記のメッセージが表示されま

す。 

 

5)「元申告データ選択」画面が表示されます。 

 受付番号、税目（手続名称）及び提出先を参

考に追加送信する元の申告データを選択（一

覧の左端の□をチェック）し、［次へ］ボタ

ンをクリックします。 

 

※複数選択できません。複数の提出先団体へ

追加送信が必要な場合は、１つの団体ごと

に処理します。 
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※「追加別表選択」画面が表示されます。 

追加送信する内容に応じて、選択します。 

・ＰＤＦのみ追加送信する場合 

・書類のみ追加送信する場合 

・書類とＰＤＦを追加送信する場合 

 

【 ＰＤＦのみ追加送信する場合 】  

 

6)「□添付書類のみ追加する」を選択（チェッ

ク）して、［次へ］ボタンをクリックしま

す。 

 

※「電子申告データ追加送信表」は、必須で

す。選択解除できません。 

 

 

 

7)「追加添付書類選択」画面が表示されます。 

ＰＤＦだけを追加送信する場合は、「添付

資料」欄の画面の案内に従って、ＰＤＦを添

付します。 

追加送信するすべてのＰＤＦを添付した

後、［次へ］ボタンをクリックします。 
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【 書類のみ追加送信する場合 】  

 

6)「様式選択」欄で、追加送信する書類を選択

（一覧の左端の□をチェック、複数書類選択

可能）し、［次へ］ボタンをクリックしま

す。 

 

※「電子申告データ追加送信表」は、必須で

す。選択解除できません。 

※申告書（例：第６号様式や第２０号様式）

は、追加送信できません。 

 

 

 

7)「追加添付書類選択」画面が表示されます。 

書類のみ追加送信する場合は、「□添付書

類を追加しない」を選択（チェック）し、

［次へ］ボタンをクリックします。 
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【 書類とＰＤＦを追加送信する場合 】  

 

6)「様式選択」欄で、追加送信する書類を選択

（一覧の左端の□をチェック、複数書類選択

可能）し、［次へ］ボタンをクリックしま

す。 

 

※「電子申告データ追加送信表」は、必須で

す。選択解除できません。 

※申告書（例：第６号様式や第２０号様式）

は、追加送信できません。 

 

 

 

7)「追加添付書類選択」画面が表示されます。 

追加送信するＰＤＦを、「添付資料」欄の

画面の案内に従って、添付します。 

追加送信するすべてのＰＤＦを添付した

後、［次へ］ボタンをクリックします。 
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8)「追加データ作成結果一覧」画面が表示され

ます。［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

 左記のメッセージが表示されます。 

 「はい(Y)」をクリックします。 

 

9)「電子申告データ追加送信表」の作成画面が

表示されます。画面の指示に従って必要な事

項を記入し、保存します。 

 

※追加送信する書類がある場合は、画面下の

［別表］ボタンをクリックし、別表を選択

して記入します。 

 

 追加送信するすべての書類へ入力・保存した

後、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

 左記のメッセージが表示されます。 

 ［はい(Y)］ボタンをクリックします。 
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10)「申告データ一覧（署名）」画面が表示さ

れます。電子署名する追加送信データを選択

（一覧の左端の□をチェック）し、［署名付

与］ボタンをクリックします。 

 

11)「証明書選択」画面が表示されます。 

 画面の指示に従って法人納税者の代表者又は

受任者が電子署名します。 

 

 電子署名後、左記の「証明書表示」画面が表

示されます。［次へ］ボタンをクリックしま

す。 

 

 左記のメッセージが表示された場合は、法人

納税者自身が追加送信するため、［はい

(Y)］ボタンをクリックします。 
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 続いて、左記のメッセージが表示されます。 

 ［はい(Y)］ボタンをクリックします。 

 

12)「申告データ一覧（送信）」画面が表示さ

れます。送信するデータを選択（一覧の左端

の□をチェック）し、［送信］ボタンをクリ

ックします。 

 

 左記のメッセージが表示されます。 

 ［はい(Y)］ボタンをクリックします。 

 送信されます。 

 

 送信後、左記のメッセージが表示されます。 

 メッセージ確認の上、必要に応じて、パソコ

ン内にある送信データを削除してください。 
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          ↓（拡大） 

 

13)結果が「正常」であることを確認します。 

 

 確認後、［メニューへ］ボタンをクリックし

ます。 

 

14)「申告メニュー」画面が表示されます。 

 ［＜戻る］ボタンをクリックします。 

 

15)メインメニュー画面が表示されます。 

 ［メッセージ照会］をクリックします。 
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16)「メッセージ照会メニュー」画面が表示さ

れます。［メッセージ照会（本人）］ボタン

をクリックします。 

 

17)件名に「申告送信データ受付完了通知」と

表示された行を選択（一覧の左端の□をチェ

ック）し、［表示］ボタンをクリックしま

す。 

 

 

↓（拡大） 

 

18)追加送信の「受付通知」が表示されます。 

 「送信された申告追加データを受付けまし

た。」と表示されていることを確認します。 

 

 以上で、追加送信は完了です。 

なお、上記手順で追加送信後、ＡＳＰ１０００Ｒで法人税申告書を電子申告した場合は、必要に応

じて、再度、追加送信してください。 
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(2) 税理士(税理士法人)が追加送信する場合 

①書類及びＰＤＦの追加送信 

※PCdeskを使用して、税理士(税理士法人)が法人納税者に代わって追加送信する場合、事前に法

人納税者による代理行為の承認が必要です。eLTAXHP掲載の『5 代理行為に関する手続きを行

う』(https://www.eltax.lta.go.jp/documents/02773)の「5.1.2 代理行為の承認依頼を行

う」を参考に、追加送信する税目・提出先について代理行為の承認依頼と法人納税者による承

認を行います。以下は、事前の代理行為の承認が完了している前提で説明します。 

 

  

1)PCdeskを起動後、代理送信する税理士法人、

開業税理士又は所属税理士の「利用者」を選

択します。 

 

※「利用者」として代理送信する税理士法人、

開業税理士又は所属税理士を登録していない

場合は、上記Ⅱ２(2)②を確認のうえ、「利

用者」を登録後、選択します。 

 

 

2)メインメニューが表示されます。 

［納税者切替］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

3)「納税者切替」画面が表示されます。 

「納税者の利用者ＩＤ」欄に、法人納税者の

「利用者ＩＤ」(※)を入力し、［追加］ボタ

ンをクリックします。 

※法人納税者の「利用者ＩＤ」は、 

上記Ⅱ１(1)で確認した「利用者ＩＤ」で

す。 

 

納税者一覧に既に追加されている場合は、該

当の納税者を選択して、「代理人として操

作」ボタンをクリックします。 

  下記4)のログイン画面が表示されます。 

  ログイン後、メニューに戻ります。 

https://www.eltax.lta.go.jp/documents/02773
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 左記のメッセージが表示された場合は、 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

 

4)左記のログイン画面が表示されます。 

 法人納税の暗証番号を入力し、［ログイン］

ボタンをクリックします。 

 

 地方税ポータルセンタから法人納税者の「利

用者情報」を取得後、左記のメッセージが表示

されます。 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

 

5)納税者一覧に法人納税者が追加されます。 

 

 追加された法人納税者を選択（一覧の左端の

□をチェック）後、「代理人として操作」ボ

タンをクリックします。 



- 96 - 

 

6)「申告に関する手続」を選択します。 

 

7)「申告メニュー」画面が表示されます。 

「追加別表・添付書類の作成」を選択しま

す。 

 

 

 

 

8)左記のメッセージが表示された場合は、 

［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 左記のメッセージが表示されます。 
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9)「元申告データ選択」画面が表示されます。 

 受付番号、税目（手続名称）、提出先を参考

に追加送信する元の申告データを選択（一覧

の左端の□をチェック）し、［次へ］ボタン

をクリックします。 

 

※複数選択できません。複数の提出先団体へ

追加送信が必要な場合は、１つの団体ごと

に処理します。 
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※「追加別表選択」画面が表示されます。 

追加送信する内容に応じて、選択します。 

・ＰＤＦのみ追加送信する場合 

・書類のみ追加送信する場合 

・書類とＰＤＦを追加送信する場合 

 

【 ＰＤＦのみ追加送信する場合 】  

 

10)「□添付書類のみ追加する」を選択（チェ

ック）して、［次へ］ボタンをクリックしま

す。 

 

※「電子申告データ追加送信表」は、必須で

す。選択解除できません。 

 

 

 

11)「追加添付書類選択」画面が表示されま

す。 

ＰＤＦだけを追加送信する場合は、「添付

資料」欄の画面の案内に従って、ＰＤＦを添

付します。 

追加送信するすべてのＰＤＦを添付した

後、［次へ］ボタンをクリックします。 
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【 書類のみ追加送信する場合 】  

 

10)「様式選択」欄で、追加送信する書類を選

択（一覧の左端の□をチェック、複数書類選

択可能）し、［次へ］ボタンをクリックしま

す。 

 

※「電子申告データ追加送信表」は、必須で

す。選択解除できません。 

※申告書（例：第６号様式や第２０号様式）

は、追加送信できません。 

 

 

 

11)「追加添付書類選択」画面が表示されま

す。 

書類のみ追加送信する場合は、「□添付書

類を追加しない」を選択（チェック）し、

［次へ］ボタンをクリックします。 
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【 書類とＰＤＦを追加送信する場合 】  

 

10)「様式選択」欄で、追加送信する書類を選

択（一覧の左端の□をチェック、複数書類選

択可能）し、［次へ］ボタンをクリックしま

す。 

 

※「電子申告データ追加送信表」は、必須で

す。選択解除できません。 

※申告書（例：第６号様式や第２０号様式）

は、追加送信できません。 

 

 

 

11)「追加添付書類選択」画面が表示されま

す。 

追加送信するＰＤＦを、「添付資料」欄の

画面の案内に従って、添付します。 

追加送信するすべてのＰＤＦを添付した

後、［次へ］ボタンをクリックします。 
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12)「追加データ作成結果一覧」画面が表示さ

れます。［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

 左記のメッセージが表示されます。 

 「はい(Y)」をクリックします。 

 

13)「電子申告データ追加送信表」の作成画面

が表示されます。画面の指示に従って必要な

事項を記入し、保存します。 

 

（※）追加送信する別表へ記入する場合は、画

面下の［別表］ボタンをクリックし、別表を

選択して記入します。 

 

 追加送信するすべての書類へ入力・保存した

後、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

 左記のメッセージが表示されます。 

 ［はい(Y)］ボタンをクリックします。 
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14)「申告データ一覧（署名）」画面が表示さ

れます。電子署名する追加送信データを選択

（一覧の左端の□をチェック）し、［署名付

与］ボタンをクリックします。 

 

15)「証明書選択」画面が表示されます。 

 画面の指示に従って税理士(税理士法人)が電

子署名します。 

 i)税理士法人が追加送信する場合 

申告書作成に係る税理士が電子署名 

 ii)開業税理士又は所属税理士が追加送信す

る場合 

開業税理士又は所属税理士が電子署名 

 

 

 電子署名後、左記の「証明書表示」画面が表

示されます。［次へ］ボタンをクリックしま

す。 

 

 左記のメッセージが表示された場合は、法人

納税者自身が追加送信するため、［はい

(Y)］ボタンをクリックします。 
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 続いて、左記のメッセージが表示されます。 

 ［はい(Y)］ボタンをクリックします。 

 

16)「申告データ一覧（送信）」画面が表示さ

れます。送信するデータを選択（一覧の左端

の□をチェック）し、［送信］ボタンをクリ

ックします。 

 

 左記のメッセージが表示されます。 

 ［はい(Y)］ボタンをクリックします。 

 送信されます。 

 

 送信後、左記のメッセージが表示されます。 

 メッセージ確認の上、必要に応じて、パソコ

ン内にある送信データを削除してください。 
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          ↓（拡大） 

 

17)結果が「正常」であることを確認します。 

 

 確認後、［メニューへ］ボタンをクリックし

ます。 

 

18)「申告メニュー」画面が表示されます。 

 ［＜戻る］ボタンをクリックします。 

 

19)メインメニュー画面が表示されます。 

 ［メッセージ照会］をクリックします。 
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20)「メッセージ照会メニュー」画面が表示さ

れます。［メッセージ照会（本人）］ボタン

をクリックします。 

 

21)件名に「申告送信データ受付完了通知」と

表示された行を選択（一覧の左端の□をチェ

ック）し、［表示］ボタンをクリックしま

す。 

 

 

↓（拡大） 

 

22)追加送信の「受付通知」が表示されます。 

 「送信された申告追加データを受付けまし

た。」と表示されていることを確認します。 

 

 以上で、追加送信は完了です。 

なお、上記手順で追加送信後、ＡＳＰ１０００Ｒで法人税申告書を電子申告した場合は、必要に応

じて、再度、追加送信してください。 
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